
見
や
す
い
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

デ
ザ
イ
ン
フ
ォ
ン
ト
を

採
用
し
て
い
ま
す
。

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

https://www.city.yamagata-yamagata.lg.jp/
 令

和
7年

■
企
画・編

集
　
　
山
形
市
総
務
部
広
報
課

〒
990-8540　

山
形
市
旅
篭
町
二
丁
目
３
番
25号

TEL（
023）641-1212（

代
表
）　
FAX（

023）641-2535（
広
報
課
直
通
）
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山
形
市
役
所

検
索

No.2082 令和７年
月

N
o.2082

10
月15

日
号

広報課　☎内線229問

特集
・蔵王第三小学校が特認校へ
・伝統的工芸産業技術功労者褒賞

・やまがた秋の芸術祭
・市場まつり

イベント

■
企
画・編

集
　
　
山
形
市
総
務
部
広
報
課

〒
990-8540　

山
形
市
旅
篭
町
二
丁
目
３
番
25号

TEL（
023）641-1212（

代
表
）　
FAX（

023）641-2535（
広
報
課
直
通
）

　令和８年１月から、広報やまがたは月１回、毎月１日発
行になります。
　分かりやすさ、読みやすさをより一層追求し、皆さんに
親しまれる広報紙づくりに取り組んでいきます。
　詳しくは、今後の広報やまがたでお伝えします。
　広報やまがたは山形市LINE公式アカウントでもご覧
いただけます。ぜひ、ご登録ください！

広報やまがたの発行回数が月１回に！

15日号

匠の心と技をたたえて
詳しくは、P.４へ



�問　 

学
校
教
育
課　
☎
内
線
４
８
３

　
「
特
認
校
制
度
」
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
あ
る
環
境
で
の
教
育
を

希
望
す
る
場
合
、
特
色
と
要
件
な
ど
を
理
解
し
て
い
た
だ
い
た
上
で
、

条
件
に
よ
り
入
学
（
転
学
）
を
認
め
る
制
度
で
す
。
第
一
小
学
校
、
山

寺
小
学
校
に
加
え
て
、
令
和
８
年
度
か
ら
新
た
に
蔵
王
第
三
小
学
校
を

特
認
校
に
指
定
し
ま
す
。

　
今
回
は
、
蔵
王
第
三
小
学
校
の
特
色
あ
る
教
育
活
動
に
つ
い
て
紹
介

し
ま
す
。

　
世
界
中
か
ら
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
蔵
王
温
泉
地
区
に
あ
る
小
学
校

で
す
。
極
小
規
模
、
小
中
併
設
校
の
良
さ
を
生
か
し
て
、
よ
り
質
の
高
い

小
中
一
貫
教
育
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
の
中
、

特
色
あ
る
教
育
活
動
を
通
し
て
、
ふ
る
さ
と
を
誇
り
に
思
い
、
い
の
ち
輝

く
自
他
の
存
在
を
認
め
、
自
己
実
現
に
向
け
て
挑
戦
す
る
子
ど
も
の
育
成

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

①�「
分
か
る
ま
で 

で
き
る
ま
で
」
子
ど
も
一
人
一
人
に
応
じ
て
支
援
し
て

い
ま
す
。

〇�

学
校
生
活
の
隅
々
ま
で
先
生
方
の
目
が
行
き
届
く
の
で
、
子
ど
も
の
変

化
を
見
逃
さ
ず
、
素
早
く
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
子
ど
も
た
ち

は
無
意
識
に
「
先
生
た
ち
が
、
自
分
を
見
て
く
れ
て
い
る
」
と
い
う
安

心
感
の
中
で
生
活
し
て
い
ま
す
。

②�

外
国
人
旅
行
者
が
増
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
英
語
を
使
っ
て
日
常
会
話

が
で
き
る
よ
う
学
校
生
活
で
「
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
タ
イ
ム
」
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

〇�

学
校
行
事
で
は
一
人
一
人
が
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
す
る
機
会
が
増
え

ま
す
。

③�
夏
の
涼
し
い
気
候
を
生
か
し
た
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
や
野
草
学
習
、
ア
サ
ギ

マ
ダ
ラ
の
マ
ー
キ
ン
グ
な
ど
が
体
験
で
き
ま
す
。

蔵王でしかできない
学
び
が
あ
り
ま
す
～
令
和
８
年
度
か
ら
蔵
王
第
三
小
学
校
が
特
認
校
へ
～

①

①

②

③

③

③

③③

蔵
王
第
三
小
学
校
と
は

極
小
規
模
の
良
さ
を
生
か
し
た
き
め
細
や
か
な
指
導
と
支
援

自
然
豊
か
な
蔵
王
を
舞
台
と
し
た
学
習

2



④�

冬
の
蔵
王
に
お
け
る
学
習
を
満
喫
で
き
ま
す
。ス
キ
ー
、ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
、

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
を
授
業
で
実
施
し
て
い
ま
す
（
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ

ー
の
先
生
方
が
レ
ベ
ル
に
応
じ
て
指
導
に
当
た
っ
て
く
れ
ま
す
） 

。

⑤�

樹
氷
を
守
る
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
専
門
機
関
の
方
と
一
緒
に
オ

オ
シ
ラ
ビ
ソ
の
稚
樹
移
植
や
樹
氷
復
活
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
の
活
動
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
学
校
の
特
色
あ
る
学
び
が
で
き
る
特
認
校
制
度
。
興
味
の
あ
る

方
は
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

Ｑ 他の特認校指定校と特色は？
Ａ ・第一小学校
　�　�　山形市の中心部に位置し、明治22（1889）年

の創立以来、長い歴史のある学校です。PTAを「奨
学会」と呼ぶ伝統があり、地域や保護者と連携して
地域とともにある学校づくりを積極的に進め、健や
かな心身と生きる力を育む教育を推進しています。

　・山寺小学校
　��　�　多くの観光客が訪れる立石寺をはじめ、歴史・

文化と豊かな地域資源を生かしながら、子ども
の感性と学びを育んでいます。中学校教員が小
学生の授業を行う小中一貫教育を推進し、県外
との俳句交流や英語での観光案内などを通じて、
言語感覚や表現力を育成しています。

Ｑ 受け入れる学年は？
Ａ �第一小学校は新１学年、山寺小学校・蔵王第三小

学校は各学年の初日から卒業する日までが就学期
間となり、夏季・冬季のみなどの短期間の転入学
は認めていません。

Ｑ 就学者の要件は？
Ａ ・山形市に住所を有すること。
　・特認校の教育趣旨に賛同していること。
　・�安全な交通手段により特認校へ通学することが

できること。
　・�当該児童の転入学により、校舎などの施設の増

改修を要しないこと。

Ｑ 事前の学校見学は？
Ａ �山寺小学校・蔵王第三小学校では、授業やその他

教育活動の見学が可能です。
　 事前に各小学校に電話でご相談ください。

Ｑ 申し込み手続きは？
Ａ �令和８（2026）年１月中旬に受け付けを行います。

申請時に面談を行うため、保護者と児童が
一緒にお越しいただくことが必須となりま
す。詳しくは、市ホームページへ。

⑦

⑥

⑤

⑥

④
④

〇�

中
学
校
教
員
が
小
学
校
で
も
授
業
を
行
う
こ
と
で
、
よ
り
専
門
性
の
高

い
学
び
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

〇�

中
学
生
か
ら
学
ぶ
機
会
が
多
く
、
異
年
齢
で
の
活
動
に
よ
っ
て
、
大
き

い
子
は
小
さ
い
子
を
気
遣
い
、
小
さ
い
子
は
大
き
い
子
を
信
頼
し
尊
敬

す
る
社
会
性
が
醸
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

小
中
併
設
校
の
良
さ
を
生
か
し
た
活
動

〇�

生
活
科
や
総
合
的
な
学
習
の
時
間
で
は
、
子
ど
も
の
「
〇
〇
し
た
い
」

を
大
切
に
し
た
学
習
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

⑥�

オ
ン
ラ
イ
ン
交
流
の
機
会
が
多
く
、
沖
縄
県
石
垣
島
に
あ
る
大
本
小
学

校
、
小
国
町
立
叶
水
小
学
校
と
合
同
授
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

探
究
的
な
学
習
の
推
進
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ
学
習
の
充
実

〇�

冬
の
ス
キ
ー
、
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
で
利
用
す
る
蔵
王
温
泉
ス
キ
ー
場
の
全

山
リ
フ
ト
な
ど
を
無
料
で
使
え
ま
す
。
　
　

〇�

蔵
王
第
三
小
学
校
の
児
童
と
家
族
は
、
無
料
で
公
共
浴
場
を
利
用
で
き

ま
す
。
蔵
王
温
泉
の
硫
黄
泉
に
は
美
肌
効
果
、
血
行
促
進
効
果
、
殺
菌

作
用
、
皮
膚
を
強
く
す
る
作
用
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
か
つ
て
蔵

王
温
泉
地
区
に
は
、
虚
弱
体
質
の
子
ど
も
が
温
泉
治
療
を
し
な
が
ら
学

べ
る
場
所
も
あ
り
ま
し
た
。

⑦��

地
域
の
方
に
、
先
生
と
し
て
教
え
て
い
た
だ
く
機
会
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。

地
域
に
よ
る
支
え

特認校とは？　Q＆A

3 2025.10.15



匠の心と技をたたえて匠の心と技をたたえて
　市では、伝統的工芸産業の技術技法の伝承と発展に長きにわたって寄与され、後継者の指導育成に尽力
されるとともに社会福祉や環境整備などに貢献されてきた方 を々、山形市伝統的工芸産業技術功労者として
褒賞しています。本年度は、次の２人が受賞されます。

令和７年度 山形市伝統的工芸産業技術功労者褒賞

�問　 ブランド戦略課　☎内線413

大お
お

槻つ
き 

信し
ん

也や

さ
ん

中な
か

野の 

秀ひ
で

昭あ
き

さ
ん

山
形
仏
壇

山
形
仏
壇

美
術
鋳
造

美
術
鋳
造

　
県
外
の
金
融
機
関
の
職
に
つ
い

た
後
、
家
業
を
継
ぐ
た
め
「
仏
壇

の
お
お
つ
き
」
に
入
社
し
、
金き

ん

箔ぱ
く

仕
組
を
は
じ
め
と
す
る
伝
統
技
術

の
習
得
に
励
ま
れ
ま
し
た
。

　
令
和
元
（
２
０
１
９
）
年
に
は

伝
統
工
芸
士
の
認
定
を
受
け
、「
第

25
回
全
国
伝
統
的
工
芸
品
仏
壇
仏

具
展
」
で
、「
東
北
経
済

産
業
局
長
賞
」
を
受
賞

し
た
仏
壇
を
手
掛
け
ま

し
た
。

　

山
形
県
仏
壇
商
工
業

協
同
組
合
の
副
理
事
長

も
務
め
、
展
示
会
の
開

催
・
運
営
な
ど
を
行
い

山
形
仏
壇
の
普
及
と
産

地
の
活
性
化
に
尽
力
し

て
い
ま
す
。

　
高
校
卒
業
後
、
美
術
鋳

造
を
手
掛
け
る
株
式
会
社

西
村
工
場
に
入
社
し
、
鋳

造
部
で
鋳
造
技
術
の
基
本

を
学
び
ま
し
た
。そ
の
後
、

英
工
藝
を
創
業
し
、
日
々

鋳
造
技
術
の
研
さ
ん
に
努

め
て
い
ま
す
。

　

市
立
病
院
済
生
館
中

庭
に
設
置
さ
れ
た
「
ロ
ー

レ
ツ
博
士
像
」、
最
上
義

光
歴
史
館
前
に
設
置
さ
れ
た
「
最

上
義
光
像
」
の
鋳
造
に
携
わ
り
ま

し
た
。

　

山
形
県
美
術
連
盟
幹
事
も
務

め
、
展
覧
会
運
営
や
技
術
指
導
に

も
尽
力
し
、
鋳
造
の
み
な
ら
ず
美

術
教
育
の
普
及
に
も
貢
献
し
て
い

ま
す
。

【
仏
壇
の
お
お
つ
き
】

【
英は

な
ぶ
さ
こ
う
げ
い

工
藝
】

流
りゅう

昇
しょう

須
しゅ

弥
み

壇
だん

44



ご
案
内

ご
み
の
出
し
方
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

◆
在
宅
医
療
で
使
用
し
た
注
射
針

　
家
庭
で
使
用
し
た
注
射
針
は
、
針

刺
し
に
よ
る
事
故
を
防
ぐ
た
め
、
家
庭
系
ご
み

に
出
さ
ず
、か
か
り
つ
け
の
病
院
や
薬
局
な
ど
の

医
療
機
関
に
処
理
方
法
を
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
ス
プ
レ
ー
缶
・
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ

　
使
用
済
み
ス
プ
レ
ー
缶
・
カ
セ
ッ

ト
ボ
ン
ベ
は
、必
ず
中
身
を
使
い
切
り
、穴
開
け

に
よ
る
事
故
を
防
ぐ
た
め
、
穴
を
開
け
ず
に
透

明
袋
に
入
れ
て
、
月
１
回
の
埋
め
立
て
ご
み
・

水
銀
含
有
ご
み
の
収
集
日
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※�
分
別
の
検
索
や
収
集
日
の
確
認
は
、ご
み
分
別

ア
プ
リ「
さ
ん
あ
～
る
」を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
い
ず
れ
も
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
へ
。

▪問
循
環
型
社
会
推
進
課
（
☎
内
線
６
９
４
）

「
に
ゃ
ん
こ
」
と
「
私
」
の
共
同
宣
言

～
不
妊・去
勢
で
に
ゃ
ん
と
か
す
っ
べ
～

　
飼
い
主
の
い
な
い
猫
の
繁
殖
を
抑
制
す
る
た

め
に
、猫
の
不
妊・去
勢
手
術
費
用
の
一
部
を
補

助
し
て
い
ま
す
。
こ
の
費
用
補
助
の
た
め
の
ガ

バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
行
っ

て
い
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
寄
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

▪申
11
月
５
日
ま
で

※�

寄
付
に
返
礼
品
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※�

詳
し
く
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
。

▪問�

動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー（
☎
６
８
１－

１
２
１
０
）

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
す
る

皆
さ
ん
へ

　
医
療
機
関
か
ら
受
け
取
っ
た
領
収
書
は
、
確

定
申
告
（
医
療
費
控
除
）
の
際
に
必
要
に
な
る

た
め
捨
て
ず
に
保
管
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
令
和
８
年
１
月
下
旬
に
送
付
す
る
令
和
６
年

11
月
～
令
和
７
年
10
月
受
診
分
の
「
医
療
費
の

お
知
ら
せ
」
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
分
や
、
令

和
７
年
11
月
・
12
月
診
療
分
は
、
別
途
「
医
療

費
控
除
の
明
細
書
」
へ
の
記
入
が
必
要
で
す
。

▪問
国
民
健
康
保
険
課
（
☎
内
線
３
５
３
）

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
に
関
す
る

届
け
出

　
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
は
、
毎
年
１
月

１
日
（
賦
課
期
日
）
現
在
の
土
地
・
家
屋
の
状

況
に
応
じ
て
課
税
さ
れ
ま
す
。
適
正
な
課
税
を

行
う
た
め
、
次
の
よ
う
な
場
合
は
、
資
産
税
課

へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

・
家
屋
の
新
築
・
増
築

・
家
屋
の
全
部
ま
た
は
一
部
の
取
り
壊
し

・
土
地
、家
屋
の
全
部
ま
た
は
一
部
の
用
途
変
更

◆�

住
宅
の
建
て
替
え
を
予
定
し
て
い
る
場
合
は

ご
注
意
く
だ
さ
い

　

住
宅
の
敷
地
と
し
て
利
用
し
て
い
る
土
地

（
住
宅
用
地
）
は
、
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画

税
が
軽
減
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
賦
課
期
日
（
１

月
１
日
）
時
点
で
住
宅
の
建
て
替
え
工
事
中
の

場
合
は
、
原
則
と
し
て
、
こ
の
軽
減
措
置
が
適

用
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
た
だ
し
、
一
定
の
要
件
に
該
当
す
る
場
合
に

限
り
、
例
外
的
に
軽
減
措
置
の
適
用
を
継
続
し

て
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
要
件
な
ど
詳
し

く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
。

▪問
資
産
税
課
（
☎
内
線
３
１
５
）

浄
化
槽
を
利
用
し
て
い
る
皆
さ
ん
へ

　
浄
化
槽
を
使
用
す
る
方
は「
法
定
検
査
」「
保

守
点
検
」「
清
掃
」
を
行
う
義
務
が
あ
り
ま
す
。

地
域
の
水
資
源
を
守
る
た
め
に
、
定
期
的
に
実

施
し
て
く
だ
さ
い
。

　
地
震
や
大
雨
な
ど
で
浄
化
槽
が
被
災
し
た
場

合
に
も
、
浄
化
槽
の
状
況
確
認
が
必
要
で
す
。

故
障
し
た
際
は
、
契
約
先
の
浄
化
槽
保
守
点
検

業
者
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

▪問
廃
棄
物
指
導
課
（
☎
内
線
８
６
９
）

千
歳
山
を
ご
利
用
の
皆
さ
ん
へ

・�

ご
み
は
必
ず
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う

・�

山
火
事
の
原
因
に
な
り
ま
す
の
で
、
た
ば
こ

の
吸
い
殻
は
捨
て
な
い
で
く
だ
さ
い

・�

ス
キ
ー
ス
ト
ッ
ク
を
使
用
す
る
際
は
、
登
山

道
保
護
の
た
め
先
端
に
ゴ
ム
キ
ャ
ッ
プ
な
ど

の
保
護
部
品
を
装
着
し
て
く
だ
さ
い

※�

車
を
ご
利
用
の
方
は
、
千
歳
山
稲
荷
神
社
登

山
口
の
西
側
に
あ
る
「
千
歳
山
自
然
休
養
林

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
基
地
」
の
駐
車
場
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

▪問
公
園
緑
地
課
（
☎
内
線
５
２
８
）

宝
く
じ
で
町
づ
く
り
～
宝
く
じ
は
広
く

社
会
に
役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
～

　
宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業
と
し
て
、
宝

く
じ
の
受
託
事
業
収
入
を
財
源
に
実
施
し
て
い

る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
を
活
用
し
、
宝
く

じ
助
成
金
で
第
三

地
区
町
内
会
長
会

（
第
三
地
区
）
の

音
響
設
備
や
テ
ン

ト
、
リ
ヤ
カ
ー
な

ど
を
整
備
し
ま
し

た
。▪問

広
報
課
（
☎
内
線
２
１
９
）

山形市からのお知らせ
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第54回山形市技能功労者褒賞
　長年にわたり、技能の向上に励んでこられた方々の功
績をたたえ、優れた技能者として褒賞します。
〈受賞者〉※敬称略

氏　名 職　種
熊谷　俊英 左官
結城　通安 畳業
簑口　　愛 日本料理調理人
安孫子満孝 石工
結城　庄吾 大工
柏田　弘治 建築塗装工
石井　圭子 美容師
斉藤　正和 塗装工事業
髙橋　厚司 自転車組立士・修理士
大滝　　勝 さく井工
山川　敦司 麺類
伊藤　哲雄 日本料理調理人
中村　俊之 理容師
奥山　伸司 西洋料理調理人
伊藤　卓也 電気工事士
木村　和博 電気工事士

▪問 働きやすさ追求室　☎内線411

貴金属の買い取りが目的!?
強引な訪問購入に注意

　「どんなものでも買い取ります」と電話があり、着物
の買い取りを了承した。
　来訪した購入業者から突然「貴金属はないか」と強く
言われ、怖くなって金のネックレスを渡してしまった。
返して欲しい。
【ここが重要】
・�訪問購入業者が、事前の約束なしに突然訪問して勧誘
することは法律で禁止されています。
・�前もって電話などで訪問を約束した場合でも、購入業
者は、事前に承諾していない物品の売却を求めること
はできません。売るつもりのない貴金属などの売却を
迫られても、むやみに見せず、きっぱり断りましょう。
・�売却する場合は、必ず契約書を受け取り、物品の種類
や買い取り価格、事業者の連絡先などを確認すること
が大切です。契約書を受け取ってから、８日間はクー
リング・オフができる場合があります。
・�クーリング・オフ期間内は、事業者に物品の引き渡しを拒
むことができます。引き渡す前に冷静に考えましょう。
・�不安に思った場合は、すぐに消費生活センターにご相
談ください。
▪問 消費生活センター　☎647-2211

～地産地消情報コーナー～
“山形セルリー”

　パリッとした歯触りと特有の芳香が特徴のセルリー。
平成30（2018）年４月に、全国のセルリー産地で初め
て国の地理的表示制度（GI）に登録されました。
　山形市は東北随一のセルリー産地です。春作、秋作の
２作体系の生産で、春作は５月中旬、秋作は10月上旬
から収穫期を迎えます。
　苦味が少なく食べやすい山形セルリーを、ぜひご賞味
ください。
～「山形セルリー１箱（10株）」を５人にプレゼント！～
� （提供：JA山形市）
▪申 �10月24日（必着）までに、はがきに、住所、氏名、
電話番号、当コーナーへの意見を記入の上、農政課
「旬の農産物プレゼント係」へ

※�当選者発表は、賞品の発送をもって代えさせていただ
きます。
▪問 農政課内食育・地産地消推進協議会　☎内線435

☆山形セルリーのいか燻
くん
☆

材料
• セルリー…３本
•いかの燻

くん
製
せい
…50g

• ニンジン…適量
•フレンチドレッシング
　…適量

作り方
①�セルリーは斜め薄切りにし、ニンジンは細い千切りに
する。いかの燻製は細く裂く。
②�材料を容器に入れ、フレンチドレッシングをかけて混
ぜ合わせる。
③�冷蔵庫に入れ、６～12時間置く（お好みで漬ける時
間を調整してください）。
� （レシピ提供：JA山形市）

人口…237,971人（－  66人）
男性…114,299人（－  17人）
女性…123,672人（－  49人）

世帯数…104,810世帯（＋71世帯）

※（　）は
　令和７年累計

人　口 ※令和７年８月１日現在
※（　）は対前月比

山形市交通事故等発生状況
●発生件数� 47件（  382件）
●死 者 数�     0人（      1人）
●負傷者数�   55人（  419人）
●飲酒運転�     3人（    32人）

８月

今月の
納　税

○市県民税・森林環境税  ３期
○国民健康保険税  ４期
便利で安心な口座振替を推奨しています。ぜひご利用ください。

【web口座振替について】

▪時 とき　▪所 ところ　▪内 内容　▪講 講師等　▪対 対象・定員　▪費 費用（無料は記載なし）　▪持 持ち物　▪申 申し込み（不要は記載なし）　▪問 問い合わせ
6



就
学
援
助 

新
入
学
児
童
準
備
金

　
来
春
、
お
子
さ
ん
が
小
学
校
に
入
学
し
、
経

済
的
支
援
を
必
要
と
す
る
ご
家
庭
に
新
入
学
費

用
を
援
助
し
ま
す
。

▪申�

12
月
１
日
ま
で
に
、
郵
送
ま
た
は
直
接
市

役
所
８
階
教
育
総
務
課
へ

※�

詳
し
く
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
。

▪問
教
育
総
務
課
（
☎
内
線
４
８
２
）

公
共
下
水
道
接
続
工
事
費
の
補
助

▪内�〈
補
助
金
額
〉
工
事
費
の
２
分
の
１
（
上

限
10
万
円
）

▪対�〈
対
象
工
事
〉
住
宅
の
浄
化
槽
、
く
み
取

り
便
所
を
廃
止
し
、
全
て
の
排
水
設
備
を

新
た
に
公
共
下
水
道
へ
接
続
す
る
工
事（
工

事
施
行
者
は
市
の
下
水
道
指
定
工
事
店
）

※�

他
に
市
の
補
助
を
受
け
て
い
な
い
工
事
で
令

和
８
年
２
月
末
ま
で
工
事
完
了
報
告
が
可
能

な
工
事
に
限
る
。

▪申�

工
事
着
工
前
に
、
上
下
水
道
部
１
階
業
務

課
６
番
窓
口
へ

※�

本
年
度
が
補
助
最
終
年
度
で
す
。
お
早
め
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※�

条
件
な
ど
詳
し
く
は
、
上
下
水
道
部
ホ
ー
ム

ね
た
き
り
高
齢
者
等
・
重
度
障
が
い
者

介
護
者
激
励
金

▪内
〈
支
給
時
期
〉
令
和
８
年
３
月

〈
介
護
を
受
け
る
方
が
20
歳
以
上
65
歳
未
満
の
場
合
〉

▪対�

重
度
障
が
い
者（
身
体
障
が
い
者
手
帳
１・

２
級
、療
育
手
帳
Ａ
ま
た
は
精
神
障
が
い
者

保
健
福
祉
手
帳
１
級
の
い
ず
れ
か
を
お
持

定
額
減
税
不
足
額
給
付
金

　
当
初
調
整
給
付
の
支
給
額
に
不
足
が
生
じ
る

場
合
に
、
追
加
で
給
付
し
ま
す
。
対
象
者
に
は

確
認
書
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

※�

令
和
６
年
１
月
２
日
以
降
に
山
形
市
に
転
入

さ
れ
た
方
は
申
請
が
必
要
で
す
。

▪対�

令
和
７
年
１
月
１
日
現
在
、
山
形
市
に
住

民
票
が
あ
り
、
次
の
い
ず
れ
か
に
当
て
は

ま
る
方

　
・�

令
和
５
年
と
比
べ
令
和
６
年
所
得
が
減
少

し
た
方
、
子
ど
も
の
出
生
な
ど
に
よ
り
扶

養
親
族
が
増
え
た
方
、
税
額
修
正
に
よ
り

令
和
６
年
度
住
民
税
所
得
割
が
減
少
し
た

方
な
ど

　
・�

令
和
６
年
度
お
よ
び
令
和
７
年
度
の
合
計

所
得
金
額
が
48
万
円
を
超
え
た
方
、
事
業

主
が
市
外
に
い
る
方
で
青
色
事
業
専
従

者
・
事
業
専
従
者
（
白
色
）
の
方

▪申
10
月
31
日
（
必
着
）
ま
で

※�
詳
し
く
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
。

▪問�
生
活
支
援
課
（

０
１
２
０－

０
０
５－

３
５
３
）

募　
集

健
康
福
祉
医
療
事
業
団
職
員
採
用
試
験

（
令
和
８
年
４
月
１
日
付
採
用
）

▪時�〈
作
文
試
験
〉
11
月
９
日
㈰

　
　
〈
面
接
試
験
〉
11
月
19
日
㈬

▪所�

市
医
師
会
館

▪内�〈
職
種
、
人
数
〉
管
理
栄
養
士
１
人
、
看

護
師
ま
た
は
准
看
護
師
若
干
名
、
介
護
支

援
専
門
員
（
兼
）
介
護
職
員
若
干
名
、
介

護
職
員
若
干
名
、
言
語
聴
覚
士
１
人

　
　

�〈
配
属
予
定
〉
介
護
老
人
保
健
施
設
サ
ニ

ー
ヒ
ル
菅
沢
、
サ
ニ
ー
ヒ
ル
山
寺

※�

前
倒
し
採
用
あ
り
。
受
験
資
格
な
ど
詳
し
く

は
、
健
康
福
祉
医
療
事
業
団
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
へ
。

▪問�

健
康
福
祉
医
療
事
業
団
（
☎
６
４
５－

８�

５
０
０
）

補　
助

産
前
産
後
期
間
の
国
民
年
金
保
険
料
免
除

▪内�〈
免
除
期
間
〉
出
産
予
定
日
ま
た
は
出
産

日
が
属
す
る
月
の
前
月
か
ら
４
カ
月
間
。

多
胎
妊
娠
の
場
合
は
、
出
産
日
が
属
す
る

月
の
３
カ
月
前
か
ら
６
カ
月
間

▪対�

国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
で
出
産
日
が

平
成
31
年
２
月
１
日
以
降
の
方

※�

詳
し
く
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
。

▪問
市
民
課
（
☎
内
線
４
０
１
）

ち
で
、
市
が
行
う
調
査
で
支
給
対
象
と
認

め
ら
れ
た
方
）
を
在
宅
で
６
カ
月
を
超
え

る
期
間
継
続
し
て
常
時
介
護
し
て
い
る
方

▪申�

10
月
15
日
～
12
月
５
日
に
、
市
役
所
２
階

障
が
い
福
祉
課
26
番
窓
口
へ　

▪問
障
が
い
福
祉
課
（
☎
内
線
５
５
０
）

〈
介
護
を
受
け
る
方
が
65
歳
以
上
の
場
合
〉

▪対�

65
歳
以
上
の
寝
た
き
り
の
高
齢
者（
要
介

護
４・５
相
当
）ま
た
は
症
状
の
進
ん
だ
認

知
症
の
高
齢
者
を
在
宅
で
６
カ
月
を
超
え

る
期
間
継
続
し
て
常
時
介
護
し
て
い
る
方

▪申�

10
月
15
日
～
12
月
５
日
に
、
市
役
所
２
階

長
寿
支
援
課
28
番
窓
口
へ

▪問
長
寿
支
援
課
（
☎
内
線
５
６
６
）

ペ
ー
ジ
へ
。

▪問�

上
下
水
道
部
業
務
課
（
☎
６
４�

５－

１
１
７
７
）

最
大
60
万
円
！

結
婚
新
生
活
支
援
補
助
金

▪内�

住
居
費
や
リ
フ
ォ
ー
ム
費
用
、
引
っ
越
し

費
用
の
補
助

▪対�

市
在
住
で
令
和
７
年
１
月
１
日
～
令
和
８

年
３
月
31
日
に
結
婚
ま
た
は
結
婚
予
定
の

39
歳
以
下
の
夫
婦

▪申�

12
月
２
日
ま
で
に
、
申
込
書
類
を
公
民
連

携
室
へ

※�

詳
し
く
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
。

▪問
公
民
連
携
室
（
☎
内
線
２
２
３
）

山形市からのお知らせ
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を
通
し
、
平
和
に
思
い
を
寄
せ
る
演
奏
会

▪問
文
化
創
造
都
市
課
（
☎
内
線
６
２
７
）

◆
郷
土
館
ナ
イ
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

▪時�

10
月
25
日
㈯
午
後
４
時
30
分
～
８
時
30
分

（
入
館
は
午
後
８
時
ま
で
）

▪問�

文
化
創
造
都
市
課
（
☎
内
線
６
２
６
）

◆
キ
ャ
ン
ド
ル
ス
ケ
ー
プ
in
や
ま
だ
い

▪時
10
月
25
日
㈯
午
後
４
時
30
分
～
６
時

▪所
山
形
大
学
小
白
川
キ
ャ
ン
パ
ス
正
門

▪内�

キ
ャ
ン
ド
ル
の
設
置
、
点
火
、
山
形
大
学

の
サ
ー
ク
ル
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト

※�

詳
し
く
は
、山
大
小
白
川
キ
ャ
ン
パ
ス
周
辺
振

興
会（
☎
０
９
０－

１
３
７
３－

６
６
７
０
）へ
。

▪問
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
課
（
☎
内
線
４
０
９
）

◆�

い
ち
ば
ん
近
く
の
映
画
館
in
大
曽
根
コ
ミ
セ
ン

▪時�

10
月
26
日
㈰

▪内�

広
報
フ
ィ
ル
ム
や
短
編
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ

ー
映
画
な
ど
の
上
映

※�

詳
し
く
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
。

▪問�

文
化
創
造
都
市
課
（
☎
内
線
７
６
９
）

Ｓ
Ｕ
Ｋ
Ｓ
Ｋ

ポ
イ
ン
ト
対
象

◆�

ス
ト
リ
ー
ト
ピ
ア
ノ
を
弾
い
て
み
ま
せ
ん
か

▪時
11
月
１
日
㈯
午
前
11
時
～
午
後
３
時

▪所
霞
城
セ
ン
ト
ラ
ル
１
階
ア
ト
リ
ウ
ム

▪内�

ス
ト
リ
ー
ト
ピ
ア
ノ
設
置
、
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
に
ピ
ア
ノ
Ｙｏｕ
Ｔｕ
ｂｅｒ
・
Ｓｙ
ｕｇ

ｏ
’ｓ 

ｍｕｓ
ｉｃ
に
よ
る
演
奏

▪問�

文
化
創
造
都
市
課
（
☎
内
線
６
３
９
）

◆
や
ま
が
た
街
な
か
茶
会

▪時�

11
月
８
日
㈯
午
前
10
時
～
午
後
２
時

▪所�

霞
城
セ
ン
ト
ラ
ル
１
階
ア
ト
リ
ウ
ム

▪講�

山
形
茶
道
宝
紅
会

▪費�

５
０
０
円
（
菓
子
付
き
）

▪問�

文
化
創
造
都
市
課
（
☎
内
線
６
３
９
）

◆
動
画
制
作
入
門

▪時�

11
月
15
日
㈯
・
16
日
㈰
午
後
１
時
～
４
時

▪所�

や
ま
が
た
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
シ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
Ｑ
１

▪講�

Ｂｒ
ｉｇ
ｈ
ｔ 

ｌ
ｉｇ
ｈ
ｔ
代
表
・
片
桐

賢
久
氏

▪内
企
業
Ｐ
Ｒ
、
商
品
紹
介
な
ど
の
動
画
制
作

▪対
企
業
・
団
体
の
広
報
担
当
者
先
着
８
人

▪費
８
千
円
（
受
講
料
）

▪申
10
月
15
日
か
ら

※�

申
し
込
み
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
や
ま
が
た

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
シ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
Ｑ
１
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
。

▪問�

や
ま
が
た
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
シ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
Ｑ
１
（
☎
６
１
５－

８
０
９
９
）

◆
第
32
回
消
防
団
音
楽
隊
コ
ン
サ
ー
ト

▪時�

11
月
16
日
㈰
午
後
１
時
30
分
開
演
（
午
後

１
時
開
場
）

▪所
山
形
テ
ル
サ
ホ
ー
ル

▪内�〈
特
別
出
演
〉
南
沼
原
ひ
ま
わ
り
幼
保
園

▪対
先
着
８
０
０
人

▪申�
山
形
テ
ル
サ
、
各
公
民
館
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
、市
役
所
１
階
市
民
相
談
課
、

消
防
本
部
で
整
理
券
配
布

※
託
児
施
設
あ
り
（
10
月
30
日
ま
で
要
予
約
）。

▪問�

消
防
本
部
総
務
課（
☎
６
３
４－

１
１
９
９
）

秋
の
小
品
盆
栽
展

▪時�

10
月
24
日
㈮
～
26
日
㈰
午
前
10
時
～
午
後

４
時
（
26
日
は
午
後
３
時
ま
で
）

▪所
悠
創
館
（
上
桜
田
）

▪問
公
園
緑
地
課
（
☎
内
線
５
２
８
）

菊
花
展
示
会

▪時�

10
月
26
日
㈰
～
30
日
㈭
午
前
９
時
～
午
後

４
時
30
分
（
26
日
は
午
前
10
時
か
ら
、
30

日
は
正
午
ま
で
）

▪所
道
の
駅
や
ま
が
た
蔵
王

▪問
公
園
緑
地
課
（
☎
内
線
５
２
８
）

子
ど
も
の
お
祭
り

「
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
で
遊
ぼ
う
！
」

▪時
10
月
26
日
㈰
午
後
１
時
30
分
～
３
時

▪所
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

▪対
小
学
生
以
下
と
保
護
者
先
着
20
組

▪費
子
ど
も
１
人
５
０
０
円　

▪申�

10
月
15
日
か
ら
、電
話
で
国
際
交
流
協
会
へ

▪問�

国
際
交
流
協
会
（
☎
６
４
７－

２
２
７
７
）

Ｓ
Ｕ
Ｋ
Ｓ
Ｋ

ポ
イ
ン
ト
対
象

ほ
ん
わ
か
バ
ザ
ー

▪時�

10
月
28
日
㈫
～
31
日
㈮
午
前
10
時
～
午
後
３
時

▪所
市
役
所
１
階
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

▪内�

障
が
い
の
あ
る
方
が
訓
練
を
通
し
て
製
作

し
た
作
品（
手
芸
品
や
食
品
な
ど
）の
販
売 

▪問
障
が
い
福
祉
課
（
☎
内
線
６
２
１
）

Ｓ
Ｕ
Ｋ
Ｓ
Ｋ

ポ
イ
ン
ト
対
象

富
神
山
登
山
と
新
そ
ば
を
楽
し
む
ふ
た

ば
る
く
（
双
葉
歩
く
）

▪時
11
月
９
日
㈰
午
前
９
時
～
午
後
１
時

▪所
元
双
葉
小
学
校
（
大
字
門
伝
）

▪対�

約
２
時
間
の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
が
可
能
な
方

先
着
30
人

▪費
千
円
（
保
険
料
、
昼
食
（
そ
ば
）
代
）

▪申�

10
月
17
日
か
ら
、
電
話
（
☎
０
８
０－

２�

８
３
０－

２
８
６
０
）
で
元
双
葉
小
学
校

管
理
委
員
会
へ
（
受
け
付
け
は
平
日
午
前

９
時
～
午
後
１
時
）

▪問
企
画
調
整
課
（
☎
内
線
２
２
１
）

イ
ベ
ン
ト

や
ま
が
た
秋
の
芸
術
祭

　
　
　
や
ま
が
た
秋
の
芸
術
祭

　
　
　
メ
イ
ン
ペ
ー
ジ
は
こ
ち
ら
！

◆
ま
ち
な
か
ア
ー
ト

　
多
彩
な
ア
ー
ト
を
中
心
市
街
地
の
店
舗
や
シ

ョ
ー
ウ
イ
ン
ド
ー
に
展
示
し
ま
す
。

▪時�

10
月
25
日
㈯
～
11
月
16
日
㈰

▪問�

文
化
創
造
都
市
課
（
☎
内
線
６
２
７
）

◆
被
爆
ピ
ア
ノ
平
和
コ
ン
サ
ー
ト

　
〝
80
年
の
時
を
超
え
て
〟

▪時
10
月
25
日
㈯
午
後
２
時
～

▪所
中
央
公
民
館
ホ
ー
ル

▪内�

総
勢
25
組
が
奏
で
る
被
爆
ピ
ア
ノ
の
音
色

▪時 とき　▪所 ところ　▪内 内容　▪講 講師等　▪対 対象・定員　▪費 費用（無料は記載なし）　▪持 持ち物　▪申 申し込み（不要は記載なし）　▪問 問い合わせ
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野
草
園
の
催
し

▪問
☎
６
３
４－

４
１
２
０

◆�

東
北
芸
術
工
科
大
学 

日
本
画
コ
ー
ス
に
よ
る

作
品
展
示
～「
ひ
み
つ
の
庭
、ひ
み
つ
の
友
達
」～

▪時�

10
月
28
日
㈫
～
11
月
７
日
㈮
午
前
９
時
～

午
後
４
時
30
分

▪費
３
０
０
円（
高
校
生
以
下
無
料
。
入
園
料
）

◆
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

▪時
11
月
15
日
㈯
午
前
９
時
～
11
時

▪対
先
着
20
人

▪費�

５
０
０
円
（
高
校
生
以
下
２
０
０
円
。
資

料
代
・
入
園
料
）

▪持
双
眼
鏡
（
貸
し
出
し
あ
り
）

▪申
10
月
21
日
か
ら
、
電
話
で
野
草
園
へ

ち
ょ
い
呑の

み
！
昼
ど
き
バ
ル
２
０
２
５

▪時�

11
月
１
日
㈯・２
日
㈰
午
前
11
時
～
午
後
３
時

▪所
七
日
町
御ご

殿て
ん
堰ぜ
き
・
ほ
っ
と
な
る
広
場
公
園

▪費
２
５
０
０
円

※�

詳
し
く
は
、山
形
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
。

▪問
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
課
（
☎
内
線
４
２
２
）

干
し
柿
作
り
体
験

▪時
11
月
２
日
㈰
午
前
11
時
～

▪所
山
形
ま
る
ご
と
館 

紅
の
蔵
中
庭

▪対
先
着
20
人

▪費
３
０
０
円
（
材
料
代
）

▪申�

10
月
15
日
か
ら
、
電
話
ま
た
は
直
接
山
形

ま
る
ご
と
館 

紅
の
蔵
へ

▪問�

山
形
ま
る
ご
と
館 

紅
の
蔵
（
☎
６
７
９－

５
１
０
１
）

社
会
福
祉
協
議
会
の
催
し

▪問
①
②
③
☎
６
４
５－

８
０
６
１

　
　
④
☎
６
４
６－

５
６
６
０

①
お
し
ゃ
べ
り
☆
さ
ろ
ん
箒ほ
う
き

▪時
11
月
４
日
㈫
午
前
10
時
～
正
午

▪所
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
１
階
高
齢
者
福
祉
室

▪対
お
子
さ
ん
の
障
が
い
の
事
で
話
し
た
い
方

②
子
育
て
お
し
ゃ
べ
り
サ
ロ
ン

▪時�

11
月
11
日
㈫
・
25
日
㈫
午
後
１
時
30
分
～

３
時
30
分

▪所
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
１
階
高
齢
者
福
祉
室

▪対
０
歳
児
と
保
護
者

▪持
バ
ス
タ
オ
ル

③
お
し
ゃ
べ
り
広
場
ラ
コ
ー
ル
＊
カ
フ
ェ

▪時
11
月
19
日
㈬
午
前
10
時
～
正
午

▪所�

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
１
階
高
齢
者
福
祉
室

▪対�

12
歳
以
下
の
障
が
い
の
あ
る
お
子
さ
ん
や

そ
の
家
族
な
ど

④
障
が
い
者
サ
ロ
ン

▪時
11
月
26
日
㈬
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

▪所
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
１
階
会
議
研
修
室

▪対�

障
が
い
者
、
難
病
な
ど
の
疾
患
が
あ
る
方

や
そ
の
家
族
な
ど

市
場
ま
つ
り
～
お
か
げ
さ
ま
で
50
年
～

▪時
11
月
９
日
㈰
午
前
８
時
30
分
～
11
時
30
分

▪所
地
方
卸
売
市
場

▪内�

青
果
物
・
水
産
物
な
ど
の
即
売
、
模
擬
競

り
、
マ
グ
ロ
の
解
体
・
即
売
、
寿
司
・
焼

そ
ば
な
ど
の
販
売
、
働
く
車
の
展
示
な
ど

※
ペ
ッ
ト
同
伴
の
入
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

▪問�

地
方
卸
売
市
場
管
理
事
務
所
内
市
場
ま
つ

り
実
行
委
員
会
（
☎
６
８
６－

５
３
１
４
）

市
民
茶
会

▪時
11
月
９
日
㈰
午
前
10
時
～
午
後
３
時

▪所
山
寺
芭
蕉
記
念
館 

茶
室
（
観
宝
亭
）

▪講
方
円
流 

山
口
弥
園
氏
・
林
克
園
氏

▪費
８
０
０
円
（
煎
茶
・
菓
子
代
）

▪問�

山
寺
芭
蕉
記
念
館（
☎
６
９
５－

２
２
２
１
）

市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
の
催
し

▪問
☎
６
４
７－

２
２
６
０

◆
「
悩
む
」
っ
て
ど
う
い
う
こ
と
？

　
第
49
回
哲
学
カ
フ
ェ

▪時
11
月
15
日
㈯
午
後
２
時
～
４
時

▪対
先
着
10
人
程
度

▪申�

10
月
15
日
～
11
月
14
日
に
、
電
話
で
市
民

活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

◆
蔵
王
の
樹
氷
に
つ
い
て
学
ぼ
う

▪時
11
月
16
日
㈰
午
前
10
時
～
正
午

ふ
る
さ
と
を
知
ろ
う
！

「
や
ま
が
た
街
歩
き
コ
ー
ス
を
巡
る
」

▪時
・
▪内
11
月
２
日
㈰・時
代
を
語
る
レ
ト
ロ
館

歩
き
、11
月
９
日
㈰・山
形
城
の
面
影
巡
り

い
ず
れ
も
午
前
９
時
30
分
～

▪所
霞
城
セ
ン
ト
ラ
ル
１
階
ア
ト
リ
ウ
ム
集
合

▪問�

観
光
案
内
セ
ン
タ
ー（
☎
６
４
７－

２
２
６
６
）

山
形
テ
ル
サ
の
催
し

▪問
☎
６
４
６－

６
６
７
７

◆
Ｊ
Ａ
山
形
市
協
賛 

生
花
展
示
会
・
即
売
会

▪時・
▪内
11
月
24
日（
月・振
休
）午
前
10
時
～・

展
示
会
、
午
後
４
時
30
分
～
・
即
売
会

◆�

遠
藤
商
事ｐ
ｒｅｓｅｎ
ｔｓ 

　
Ｔ
ｈｅ 

Ｒｏｎ 

Ｃａｒ
ｔｅｒ 

Ｑｕａｒ
ｔｅ
ｔ

（
ロ
ン
・
カ
ー
タ
ー
・
カ
ル
テ
ッ
ト
）

▪時�

令
和
８
年
１
月
18
日
㈰
午
後
３
時
～
（
午

後
２
時
開
場
）

▪内�

Ｂ
Ｌ
Ｕ
Ｅ 

Ｎ
Ｏ
Ｔ
Ｅ 

Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
と
山

形
テ
ル
サ
に
よ
る
ジ
ャ
ズ
ラ
イ
ブ

※�

費
用
な
ど
詳
し
く
は
、
山
形
テ
ル

サ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
。

▪講�

や
ま
が
た
樹
木
医
会
・
山
口
修
氏

▪対
先
着
30
人
程
度　

▪申�

10
月
15
日
～
11
月
13
日
に
、
電
話
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
（

６
４
７－

２
２
６
１
）、
Ｅ
メ
ー
ル

（center@
yam

agata-npo.jp

）
の
い

ず
れ
か
で
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

保
存
樹
め
ぐ
り

▪時
11
月
19
日
㈬
午
前
９
時
～
正
午

▪所
市
役
所
正
面
ピ
ロ
テ
ィ
集
合（
バ
ス
移
動
）

▪講�

樹
木
医
・
山
田
寛
爾
氏

▪対
先
着
18
人

▪申
10
月
22
日
か
ら
、
電
話
で
環
境
課
へ

▪問
環
境
課
（
☎
内
線
６
８
３
）

山形市からのお知らせ
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教
室・講
座

親
子
そ
ば
打
ち
道
場

▪時
11
月
29
日
㈯
午
前
10
時
～
午
後
１
時

▪所
少
年
自
然
の
家
本
館

▪対�

中
学
生
以
下
の
子
と
保
護
者
15
組（
抽
選
）

▪費�

１
組
１
５
０
０
円
程
度
（
２
～
３
人
分
）

▪申�

10
月
15
日
～
11
月
４
日
に
、
少
年
自
然
の

家
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
電
話

で
少
年
自
然
の
家
へ

▪問�

少
年
自
然
の
家
（
☎
６
４
３－

８
５
３
３
）

山
形
ま
る
ご
と
市
（
11
月
開
催
分
）

　
毎
月
地
元
の
特
産
品
や
新
鮮
な
農
産
物
を
販

売
し
て
い
ま
す
。　

※
詳
し
く
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
。

▪問�

観
光
戦
略
課
内
山
形
ま
る
ご
と
市
実
行
委

員
会
（
☎
内
線
６
７
７
）

ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
シ
リ
ー
ズ
Ｖｏ
ｌ
．39

ヴ
ィ
オ
ラ
と
ピ
ア
ノ
の
コ
ン
サ
ー
ト

～
ウ
ィ
ー
ン
の
輝
き
と
共
に
～

▪時
11
月
12
日
㈬
午
後
７
時
開
演

▪所
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
ロ
ビ
ー

▪内�〈
出
演
〉
山
形
交
響
楽
団 

首
席
ビ
オ
ラ
奏

者
・
山
中
保
人
、
ピ
ア
ノ
・
根
岸
弥
生

　
　

�〈
曲
目
〉
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
：
ピ
ア
ノ
ソ
ナ

タ
第
14
番
「
月
光
」、
リ
ス
ト
：
愛
の
夢

第
３
番
、
ピ
ア
ソ
ラ
：
ル
・
グ
ラ
ン
・
タ

ン
ゴ 

ほ
か

▪費
一
般
１
５
０
０
円
、
大
学
生
以
下
千
円

▪問
市
民
会
館
（
☎
６
４
２－

３
１
２
１
）

長
ネ
ギ
の
収
穫
体
験

▪時
11
月
13
日
㈭
午
前
10
時
～
、
午
後
２
時
～

▪所
農
業
研
修
セ
ン
タ
ー
（
東
古
館
）

▪対
各
回
50
組 （
抽
選
）

▪費
千
円

▪申�

10
月
27
日
（
必
着
）
ま
で
に
、は
が
き
（
〒

９
９
０－

２
３
７
５
東
古
館
１
４
５
）
で
、

代
表
者
の
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
記

入
の
上
、
農
業
振
興
公
社
へ

※
当
選
者
の
み
、
は
が
き
で
通
知
し
ま
す
。

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
の
講
座

▪問
☎
６
４
７－

２
２
０
１

◆�

消
費
者
啓
発
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
～
消

費
者
被
害
へ
の
自
分
自
身
の
備
え
と
し
て
～

▪時
10
月
31
日
㈮
午
後
２
時
～
３
時
30
分

▪所
宝
光
院
（
八
日
町
）

▪内�

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度
の
概
要
、
消
費
者
ト

ラ
ブ
ル
の
事
例
と
そ
の
対
処
法
、
ク
ー
リ

ン
グ
・
オ
フ
制
度
に
つ
い
て

▪申�

10
月
15
日
～
30
日
に
、
電
話
（
☎
６
２
８

－

３
９
８
８
）
で
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
ふ
れ
あ
い
へ

◆
く
ら
し
と
お
か
ね
講
演
会

▪時�

11
月
３
日
（
月
・
祝
）
午
後
１
時
20
分
～

４
時
35
分

▪所
山
形
テ
ル
サ
３
階
ア
プ
ロ
ー
ズ

▪内�
Ａ
Ｆ
Ｐ
認
定
者
・
庄
司
晃
子
氏
に
よ
る
講

演
「
物
価
上
昇
に
負
け
な
い
家
計
術
～
今

こ
そ
見
直
す
、
デ
ジ
タ
ル
化
時
代
の
支
出

の
ル
ー
ル
」、
パ
ッ
ク
ン
マ
ッ
ク
ン
に
よ

る
講
演
「
人
生
１
０
０
年
時
代
～
上
手
な

た
め
方
・
稼
ぎ
方
～
」

▪対
先
着
３
０
０
人

中
級
フ
ラ
ン
ス
語
講
座
（
全
６
回
）

▪時�

11
月
１
日
～
12
月
６
日
の
毎
週
土
曜
日
午

後
１
時
30
分
～
３
時
30
分　

▪所
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

▪対
先
着
15
人

▪費
会
員
３
５
０
０
円
、
非
会
員
４
８
０
０
円

▪申�

10
月
15
日
か
ら
、電
話
で
国
際
交
流
協
会
へ

※�

協
会
へ
の
入
会
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▪問�

国
際
交
流
協
会
（
☎
６
４
７－

２
２
７
７
）

エ
コ
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室

▪時
11
月
17
日
㈪
午
前
10
時
～
午
後
１
時
30
分

▪所
東
部
公
民
館
（
福
祉
文
化
セ
ン
タ
ー
）

▪対
20
人
程
度
（
抽
選
）

▪費
千
円
（
材
料
代
）

▪申�

10
月
29
日（
必
着
）ま
で
に
、は
が
き
ま
た

は
Ｆ
Ａ
Ｘ（

６
２
４－

９
９
２
８
）で
、

住
所
、氏
名
、電
話
番
号
、イ
ベ
ン
ト
名「
エ

コ
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室
申
し
込
み
」
を
記
入

の
上
、循
環
型
社
会
推
進
課
内
ご
み
減
量・

も
っ
た
い
な
い
ね
ッ
ト
山
形
事
務
局
へ

※�

抽
選
の
結
果
は
11
月
10
日
ご
ろ
に
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

▪問�

循
環
型
社
会
推
進
課
内
ご
み
減
量
・
も
っ

た
い
な
い
ね
ッ
ト
山
形
事
務
局
（
☎
内
線

６
９
８
）

※
参
加
時
間
の
指
定
は
で
き
ま
せ
ん
。

▪問�

農
業
振
興
公
社
（
☎
６
４
４－

１
６
２
２
）

▪申�

10
月
15
日
～
28
日
に
、
電
話
（

０
１�

２
０－

８
７
４－

２
５
１
）
で
日
本
Ｆ
Ｐ
協

会
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
事
務
所
へ

市
立
図
書
館
の
催
し

▪問
☎
６
２
４－

０
８
２
２

◆
お
は
な
し
会
～
耳
か
ら
き
く
読
書
～

▪時
11
月
１
日
㈯
午
後
３
時
～
３
時
30
分

▪内�

図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
小
荷
駄
の
み
ど

り
か
ら
…
」
に
よ
る
『
は
ら
は
ら
ド
キ
ド

キ
す
る
話
』

▪対
小
学
生
以
上
先
着
30
人

◆
ツ
イ
ー
ト
（
つ
ぶ
や
き
）
短
歌
講
座　
霜
月

▪時
11
月
16
日
㈰
午
前
10
時
～
正
午

▪内�

歌
誌
「
山
麓
」
同
人
・
佐
藤
紀
之
氏
に
よ

る
「
否
定
せ
ず
・
批
判
せ
ず
」
の
ル
ー
ル

で
短
歌
を
学
ぶ
講
座

▪対
中
学
生
以
上
先
着
12
人

▪申�
10
月
15
日
か
ら
、
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
（

６�

２
４－
０
８
２
３
）、
Ｅ
メ
ー
ル
（tosho�

kan@
city.yam

agata-yam
agata.

lg.jp

）
の
い
ず
れ
か
で
、
市
立
図
書
館

へ
（
直
接
の
申
し
込
み
も
可
）

▪時 とき　▪所 ところ　▪内 内容　▪講 講師等　▪対 対象・定員　▪費 費用（無料は記載なし）　▪持 持ち物　▪申 申し込み（不要は記載なし）　▪問 問い合わせ
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精
神
障
が
い
者
家
族
教
室

「
親
亡
き
後
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
」

▪時�
10
月
29
日
㈬
午
後
１
時
30
分
～
３
時
（
午

後
１
時
開
場
）

▪所
市
役
所
11
階
大
会
議
室

▪申�

電
話
（
☎
６
４
７－

４
２
６
６
）
で
地
域

活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
お
ー
る
へ

▪問
障
が
い
福
祉
課
（
☎
内
線
５
８
０
）

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
活
用
講
座

▪時
11
月
５
日
㈬
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

▪所
大
曽
根
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

▪対
先
着
15
人

▪持
お
持
ち
の
方
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

▪申�

10
月
15
日
～
29
日
に
、
電
話
（
☎
６
４
３

－

２
０
５
４
）
ま
た
は
直
接
大
曽
根
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
へ

▪問
情
報
企
画
課
（
☎
内
線
８
７
６
）

Ｓ
Ｕ
Ｋ
Ｓ
Ｋ

ポ
イ
ン
ト
対
象

普
通
救
命
講
習
Ⅲ

▪時
11
月
８
日
㈯
午
前
９
時
～
正
午

▪所
西
消
防
署
（
西
崎
）

▪内�

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
り
扱
い
を
含
め
た
乳
児
・
小

児
を
対
象
と
し
た
心
肺
蘇
生
法
（
修
了
証

を
発
行
し
ま
す
）

▪対
先
着
40
人
程
度

▪申�

10
月
15
日
か
ら
、
電
子
申
請
ま
た
は
電
話

で
消
防
本
部
救
急
救
命
課
へ

▪問�

消
防
本
部
救
急
救
命
課

　
　
（
☎
６
３
４－

１
１
９
３
）

ハ
ー
ブ
を
楽
し
む
講
習
会

▪時
11
月
18
日
㈫
午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

▪所
西
公
園
パ
ー
ク
セ
ン
タ
ー

▪内�

ク
リ
ス
マ
ス
風
リ
ー
ス
作
り

▪対
先
着
20
人

▪費
３
千
円
（
材
料
代
）

▪申�

10
月
21
日
～
28
日
に
、電
話
で
公
園
緑
地
課
へ

▪問
公
園
緑
地
課
（
☎
内
線
５
３
３
）

Ｓ
Ｕ
Ｋ
Ｓ
Ｋ

ポ
イ
ン
ト
対
象

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

▪時�

11
月
18
日
㈫
午
前
10
時
30
分
～
正
午
（
午

前
10
時
開
場
）

▪所
市
役
所
11
階
大
会
議
室

▪対
先
着
40
人

▪申�

10
月
17
日
か
ら
、
電
話
で
長
寿
支
援
課
へ

▪問
長
寿
支
援
課
（
☎
内
線
５
６
５
）

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
の
講
座

▪問
☎
６
４
５－

８
０
７
７

◆�
キ
ャ
ン
ド
ル
テ
ラ
リ
ウ
ム
～
ガ
ラ
ス
の
器
に

冬
の
景
色
を
作
ろ
う
～

▪時
11
月
22
日
㈯
午
前
10
時
～
正
午

▪講�

園
芸
・
造
形
ア
ト
リ
エ
風
の
呼
・
佐
藤
絵

理
子
氏

▪対
先
着
10
人

▪費�

２
２
０
０
円（
材
料
代
。11
月
17
日
以
降
の

キ
ャ
ン
セ
ル
は
材
料
代
を
い
た
だ
き
ま
す
）

▪申�

10
月
17
日
か
ら
、
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で

◆�

コ
ー
ヒ
ー
を
学
ぶ（
Ｊ
．Ｃ
．Ｑ
．Ａ
認
定
コ
ー

ヒ
ー
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
３
級
認
定
講
座
）

▪時
11
月
29
日
㈯
午
後
２
時
～
４
時

▪講�

Ｊ
．Ｃ
．Ｑ
．Ａ
認
定
コ
ー
ヒ
ー
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
１
級
・
赤
塚
宏
之
氏

▪対
16
人
（
抽
選
）

▪費�

１
５
０
０
円
（
材
料
代
。
資
格
認
定
希
望

者
は
別
途
１
５
０
０
円
）

公
民
館
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
の
催
し

中
央
公
民
館

▪問
☎
６
２
３－

２
１
５
０

◆
パ
ソ
コ
ン
講
座「
表
計
算
中
級
編
」（
全
３
回
）

▪時
11
月
12
日
㈬
～
14
日
㈮
午
前
10
時
～
正
午

▪内�
町
内
会
や
サ
ー
ク
ル
な
ど
の
会
計
簿
・
予

算
書
・
決
算
書
作
成

◆�

パ
ソ
コ
ン
講
座「
初
め
て
の
パ
ソ
コ
ン
」（
全
３
回
）

▪時
11
月
19
日
㈬
～
21
日
㈮
午
前
10
時
～
正
午

▪内�

パ
ソ
コ
ン
の
各
部
の
名
称
、
マ
ウ
ス
や
キ

ー
ボ
ー
ド
の
操
作
な
ど
パ
ソ
コ
ン
の
基
本

操
作

元
木
公
民
館

▪問
☎
６
３
１－

６
５
５
１

◆�

山
形
を
学
ぶ
講
座

　
「
東
国
の
お
さ
え
と
し
て
の
山
形
城
」

▪時
11
月
６
日
㈭
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

▪対
18
歳
以
上
の
方
先
着
16
人

▪申�

10
月
16
日
～
30
日
に
、
電
話
ま
た
は
直
接

元
木
公
民
館
へ

▪申
10
月
31
日
ま
で

※�

申
し
込
み
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
。

※�

い
ず
れ
も
１
歳
以
上
の
未
就
学
児
無
料
託
児

あ
り
（
要
予
約
）。

※
い
ず
れ
も

▪対
全
て
参
加
可
能
な
市
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
18
歳
以
上
の
方
先
着
14
人

▪費
８
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）

▪持
Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ
モ
リ

▪申�

10
月
22
日
午
前
９
時
か
ら
、
電
話
で
中
央

公
民
館
へ

西
山
形
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

▪問
☎
６
４
３－

３
１
０
４

◆�「
西
山
形
の
散
歩
道
」
で
行
く
西
山
形
探
訪

ウ
オ
ー
キ
ン
グ

▪時
11
月
２
日
㈰
午
前
９
時
～
午
後
２
時

▪対
先
着
40
人

▪申�

10
月
15
日
～
20
日
に
、
電
話
ま
た
は
直
接

西
山
形
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
へ

※�

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
終
了
後「
双
葉
が
っ
こ
そ
ば
」

を
無
料
提
供
。

※�

詳
し
く
は
、
西
山
形
振
興
会
事
務
局
（
☎
６�

４
４－

７
７
９
３
）
へ
。

山形市からのお知らせ
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■
屋
内
ゴ
ル
フ
練
習
場
体
験
会
①
10

月
22
日
㈬
～
24
日
㈮
午
前
９
時
30
分

～
午
後
３
時
20
分
②
ア
プ
ル
ス
プ
ラ

ス
（
み
は
ら
し
の
丘
入
口
）
④
打
ち
っ

ぱ
な
し
⑤
無
料
⑥
電
話
で
問
ア
プ
ル

ス
（
☎
６
３
１－

１
１
４
７
）

■
空
き
家
売
却
・
利
活
用
相
談
会
①
10

月
25
日
㈯
午
前
９
時
30
分
～
正
午
②

や
ま
が
た
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
シ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
Ｑ
１・
２

－

Ｃ
⑤
無
料
⑥
不

要
問
空
き
家
相
談
・
活
用
支

援
協
議
会
（
☎
６
７
６

－

６
４
６
２
）

■
歴
史
講
演
会
「
や
ま
が
た
の
古
墳
」

①
10
月
25
日
㈯
午
前
10
時
～
11
時
30

分
②
遊
学
館
⑤
７
０
０
円
（
資
料
代
）

⑥
要
問
健
康
終
活
ク
ラ
ブ
（
☎
０
９
０

－

９
６
３
３－

２
８
４
８
）

■
省
エ
ネ
住
宅
講
座
①
10
月
25
日
㈯

午
前
10
時
～
②
山
形
流
通
団
地
会
館

③
30
人
④
光
熱
費
を
下
げ
て
暖
か
く

健
康
に
暮
ら
せ
る
エ
コ
住
宅
と
は
⑤

無
料
⑥
電
話
で
問
環
境
ネ
ッ
ト
や
ま

が
た
（
☎
６
７
９－

３
３
４
０
）

■
夢
工
房
ま
つ
り
①
10
月
26
日
㈰
午
前

９
時
30
分
～
11
時
30
分
②
夢
工
房
駐
車

場
（
蔵
王
上
野
）
④
納
豆
、
野
菜
、
オ

リ
ジ
ナ
ル
製
品
販
売
⑤
入
場
無
料
⑥
不

要
問
夢
工
房
（
☎
６
８
９－

９
０
３
３
）

■
不
動
産
の
価
格
・
賃
料
に
関
す
る
無

料
相
談
会
①
10
月
21
日
㈫
午
前
９
時

30
分
～
午
後
３
時
30
分
②
市
役
所
１

階
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
④
不
動
産

に
関
す
る
無
料
相
談
問
県
不
動
産
鑑

定
士
協
会
（
☎
６
８
８－

５
４
３
５
）

■
川
原
湯
共
同
浴
場
男
女
浴
室
の
入

れ
替
え
①
11
月
１
日
㈯
～
②
蔵
王
温

泉
川
原
湯
④
上
湯
・
下
湯
と
の
統
一
を

図
る
た
め
実
施
問
蔵
王
温
泉
観
光
協

会
（
☎
６
９
４－

９
３
２
８
）

■
村
川
千
秋
追
悼
コ
ン
サ
ー
ト
①
11
月

９
日
㈰
午
後
３
時
～
②
市
民
会
館
④
山

響
創
立
名
誉
指
揮
者
村
川
千
秋
お
別
れ

の
会
⑤
全
席
指
定
千
円
⑥
Ｗ
ｅ
ｂ
、
電

話
、
窓
口
問
山
形
交
響
楽
団
（
☎

６
１
６－

６
６
０
７
）

■
【
子
ど
も
に
関
わ
る
仕
事
】
へ
の
準

備
講
座
①
11
月
10
日
㈪
～
12
月
１
日

㈪
の
う
ち
４
日
間
②
子
育
て
ラ
ン
ド

あ
～
べ
⑤
無
料
問
マ
ザ
ー
ズ
ジ
ョ
ブ

サ
ポ
ー
ト
山
形
（
☎
６
６
５

－

５
９
１
５
）

■
福
祉
の
し
ご
と
フ
ェ
ア
①
11
月
11
日

㈫
午
後
１
時
～
４
時
②
山
形
ビ
ッ
グ
ウ

イ
ン
グ
④
介
護
・
福
祉
分
野
就
職
面
談

会
⑤
無
料
⑥
不
要
問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
や

ま
が
た
（
☎
６
８
４－

１
５
２
１　
45

＃
）

■
園
開
放
①
11
月
13
日
㈭
午
前
９
時

30
分
～
10
時
30
分
②
こ
ど
も
芸
術
大

学
認
定
こ
ど
も
園
③
未
就
園
の
お
子

さ
ん
と
保
護
者
④
室
内
遊
び
⑤
無
料

⑥
不
要
⑦
詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
問
こ
ど
も
芸
術
大
学
認
定
こ
ど
も

園
（
☎
６
２
７－

２
２
８
０
）

■
市
民
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
体
験
教
室
①
11

月
30
日
㈰
午
前
9
時
～
正
午
②
江
南
体

育
館
③
初
心
者
大
歓
迎
④
イ
ン
デ
ィ
ア

カ
の
体
験
⑤
無
料
⑥
電
話
で
⑦
内
履
き

持
参
問
市
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
協
会
（
☎

０
７
０－

１
１
４
６－

５
６
８
１
）

市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
催
し

問
☎
６
４
７－

６
６
４
７

◆
入
会
説
明
会
①
11
月
６
日
㈭
・
13
日
㈭
・
18
日
㈫
・

27
日
㈭
午
後
１
時
30
分
～
（
27
日
は
女
性
の
み
）
②
山

形
テ
ル
サ
⑤
年
会
費
２
５
０
０
円
（
入
会
の
場
合
別
途

互
助
会
費
千
円
必
要
）
⑥
不
要
⑦
通
帳
（
山
形
銀
行
、

き
ら
や
か
銀
行
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
の
み
）、
朱
肉
印
持
参

■
憲
法
講
演
会
「
戦
後
80
年
と
憲
法
」

①
11
月
14
日
㈮
午
後
６
時
30
分
開
演

②
遊
学
館
ホ
ー
ル
④
講
師
：
長
谷
部
恭

男
教
授
⑤
無
料
⑥
不
要
問
県
弁
護
士

会
（
☎
６
２
２－
２
２
３
４
）

■
最
上
義
光
を
大
河
ド
ラ
マ
に
す
る

会
の
義
光
講
演
会
①
11
月
30
日
㈰
午

後
１
時
30
分
～
②
山
形
大
学
小
白
川

キ
ャ
ン
パ
ス
③
80
人
⑤
７
０
０
円
（
資

料
代
）
⑥
要
問
山
形
の
魅
力
再
発
見
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
務
局
（
☎
６
２
８－

４
８
７
１
）

■
心
療
内
科
医
海
原
純
子
氏
講
演
「
大

人
力
の
み
が
き
方
～
自
分
も
周
り
も

元
気
に
な
る
た
め
に
～
」
①
11
月
15
日

㈯
午
後
４
時
30
分
～
②
大
手
門
パ
ル

ズ
③
１
０
０
人
⑤
無
料
⑥
要
問
県
保

険
医
協
会
（
☎
６
４
２－

２
８
３
８
）

日
中
友
好
協
会
の
催
し

◆
中
国
語
講
座
①
毎
週
水
曜
日
午
後
６

時
30
分
～
８
時
30
分
②
霞
城
公
民
館
③

入
門
・
会
話
ク
ラ
ス
各
20
人
程
度
⑤
月

３
千
円
⑥
要
問
中
国
語
講
座
事
務
局

（
☎
０
７
０－

８
５
０
６－

５
８
３
３
）

■
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
講
演
会
・
相
談
会

①
11
月
16
日
㈰
午
後
1
時
30
分
～
3

時
30
分
②
山
形
ビ
ッ
グ
ウ
イ
ン
グ
③

50
人
④
講
演
会
、
相
談
会
⑤
無
料
⑥
電

話
な
ど
で
問
県
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
士

会
（
☎
６
６
６－

６
１
０
５
）

◆
み
ん
な
の
中
国
語
講
座
①
毎
週
火

曜
日【
初
級
】午
後
１
時
30
分
～
３
時
、

【
中
級
】
午
後
３
時
30
分
～
５
時
②
南

部
公
民
館
③
各
20
人
程
度
⑤
月

３
７
０
０
円
⑥
要
問
秋
山
（
☎
０
８
０

－

１
８
１
６－

９
３
５
４
）

霞
城
セ
ン
ト
ラ
ル
の
催
し

問
☎
６
４
6 －

７
2
７
2

◆
第
２
７
６
回
ニ
コ
ニ
コ
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
①
11
月
９
日
㈰
午
前
10
時
30
分

～
午
後
３
時
②
１
階
ア
ト
リ
ウ
ム
⑦
出

店
者
募
集
、
申
し
込
み
方
法
な
ど
詳
し

く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
県
公
共
パ
ネ
ル
展
①
11
月
10
日
㈪
～

14
日
㈮
（
10
日
は
午
後
１
時
～
、
14

日
は
午
後
３
時
ま
で
）
②
１
階
ア
ト
リ

ウ
ム
④
屋
外
看
板
広
告
の
最
先
端
技

術
を
駆
使
し
た
ポ
ス
タ
ー
広
告
の
展

示
問
県
屋
外
広
告
美
術
協
同
組
合
（
☎

６
１
５－

３
１
２
０
）

■
し
げ
ち
ゃ
ん
一
座
絵
本
ラ
イ
ブ
シ
ョ

ー
①
11
月
16
日
㈰
午
後
２
時
開
演
②
東

ソ
ー
ア
リ
ー
ナ
④
女
優 

室
井
滋
氏
率

い
る
し
げ
ち
ゃ
ん
一
座
の
歌
・
朗
読
・

マ
ジ
ッ
ク
な
ど
の
公
演
⑤
前
売
り
４
千

円
、
当
日
４
５
０
０
円
問
弦
地
域
文
化

支
援
財
団
（
☎
６
８
９－

１
１
６
６
）

■
他
孫
育
て
講
座
①
11
月
26
日
㈬
午

後
１
時
30
分
～
②
べ
に
っ
こ
ひ
ろ
ば

③
30
人
④
子
育
て
支
援
⑤
無
料
⑥
要

⑦
講
演
と
体
験
見
学
問
や
ま
が
た
育

児
サ
ー
ク
ル
ラ
ン
ド
（
☎
６
７
３－

９
３
３
６
）

■
第
15
回
ワ
ー
ク
ラ
ン
ド
べ
に
ば
な

祭
①
10
月
25
日
㈯
午
前
10
時
～
午
後

２
時
②
ワ
ー
ク
ラ
ン
ド
べ
に
ば
な
④

模
擬
店
、野
菜
販
売
、日
用
品
バ
ザ
ー
、

抽
選
会
な
ど
問
ワ
ー
ク
ラ
ン
ド
べ
に

ば
な
（
☎
６
４
４－

１
１
３
２
）

■
看
護
職
員
募
集
（
採
用
試
験
）
①
随

時
（
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
）
⑥
願
書
提

出
⑦
詳
し
く
は
、
病
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
問
国
立
病
院
機
構
山
形
病
院
（
☎

６
８
４－

５
５
６
６
）

●
サ
ー
ク
ル
作
品
展
示
体
験
会
①
10

月
22
日
㈬
午
前
10
時
～
正
午
②
八
幡

神
社
社
務
所
③
④
絵
手
紙
習
字
・
着
物

リ
フ
ォ
ー
ム
・
紙
バ
ン
ド
手
芸
各
５
人

⑤
２
０
０
円
（
材
料
代
）
問
佐
藤
☎

６
２
３－

９
６
３
２

●
花
工
房
「
そ
れ
い
ゆ
」
ハ
ル
メ
ク
・

レ
カ
ン
フ
ラ
ワ
ー
作
品
展
①
10
月
23
日

㈭
～
26
日
㈰
午
前
10
時
～
午
後
４
時
（
26

日
は
午
後
3
時
ま
で
）
②
洗
心
庵
⑤
入

場
無
料
。
乾
燥
花
を
使
っ
た
ミ
ニ
体
験

レ
ッ
ス
ン
は
５
０
０
円
（
材
料
代
）
問

荒
木
☎
０
９
０－

６
８
５
２－

２
７
５
９

●
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
・
カ
フ
ェ
①
10
月

24
日
㈮
午
後
７
時
～
８
時
30
分
②
南

部
公
民
館
④
あ
ら
か
じ
め
英
字
新
聞

の
一
節
を
読
ん
で
訳
解
⑤
無
料
⑥
電

話
で
問
飯
島
☎
６
３
２－

０
３
６
2

●
ぎ
ん
な
ん
読
書
会
①
10
月
25
日
㈯

午
前
10
時
～
正
午
②
遊
学
館
第
５
研

修
室
③
本
が
好
き
な
方
④
玖
月
晞
著

『
少
年
の
君
』
新
潮
文
庫
問
阿
部
☎

０
９
０－

１
３
９
７－

０
１
５
３

●
旧
師
範
学
校
活
用
イ
ベ
ン
ト
「
Ｑ
し

は
ん
フ
ェ
ス
タ
！
」
①
10
月
26
日
㈰
午

前
10
時
～
午
後
３
時
30
分
②
教
育
資

料
館
前
庭
、
山
形
北
高
校
音
楽
ホ
ー
ル

④
音
楽
、
ト
ー
ク
他
⑤
無
料

⑥
不
要
問
黒
木
☎
６
３
３－

５
６
３
０

12

①とき　②ところ　③対象・定員　④内容　⑤費用
⑥申し込み　⑦その他　問問い合わせ先 国・団体等のお知らせ①／タウン情報①

◎
12
月
15
日
号
の
原
稿
締
め
切
り
は
11
月
14
日
で
す
◎



●
ギ
タ
ー
ス
ク
エ
ア
２
０
２
５
①
11

月
２
日
㈰
午
後
２
時
開
演
（
午
後
１
時

30
分
開
場
）
②
遊
学
館
ホ
ー
ル
⑤
無
料

⑥
不
要
問
井
上
☎
０
９
０－

２
９
７
１

－

３
４
７
４

●
歌
謡
サ
ー
ク
ル
「
昴
」
主
催
カ
ラ
オ

ケ
発
表
会
①
11
月
９
日
㈰
午
前
10
時

～
（
午
前
9
時
30
分
開
場
）
②
山
形
テ

ル
サ
⑤
千
円
（
入
場
料
）
⑥
不
要
問
行

方
☎
６
８
４－

４
２
０
５

●
第
52
回
音
里
間
流
三
味
線
・
胡
弓
演

奏
会
①
11
月
９
日
㈰
午
後
１
時
～
②
山

形
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
④
三
味
線
、胡
弓
、

民
謡
、
舞
踊
、
童
謡
、
唱
歌
、
歌
謡
曲
、

ア
ニ
ソ
ン
な
ど
、
書
道
作
品
展
示
問
音

里
間
☎
０
９
０－

８
６
１
２－

０
４
６
９

●
元
木
ヨ
ー
ガ
ク
ラ
ブ
無
料
体
験
会

①
10
月
28
日
㈫
午
後
６
時
30
分
～
②

元
木
公
民
館
③
5
人
④
ゆ
っ
く
り
と

呼
吸
や
筋
肉
を
整
え
る
⑥
要
⑦
動
き

や
す
い
服
装
と
敷
物
問
金
谷
☎

６
４
５－

０
６
１
０

●
が
ん
サ
ロ
ン
と
も
し
び
①
10
月
29

日
㈬
、
11
月
26
日
㈬
午
後
６
時
～
②
源

泉
堂
薬
局
（
五
十
鈴
１－
１－
３
）
③
５

人
④
が
ん
経
験
者
や
が
ん
を
知
り
た

い
方
が
話
し
合
う
⑤
無
料
⑥
要
問
薄

羽
☎
６
４
２－
２
０
５
５

●
山
形
南
高
Ｏ
Ｂ
合
唱
団
２
０
２
５

年
演
奏
会
①
11
月
１
日
㈯
午
後
２
時

開
演
（
午
後
1
時
30
分
開
場
）
②
文
翔

館
議
場
ホ
ー
ル
④
男
声
合
唱
20
数
曲

⑤
入
場
無
料
問
庄
司
☎
０
８
０

－

５
２
２
０－

１
８
６
１

●
サ
ッ
ク
ス
日
和
10
周
年
記
念
コ
ン
サ

ー
ト
①
11
月
２
日
㈰
午
後
５
時
30
分
開

演
②
文
翔
館
議
場
ホ
ー
ル
④
サ
ッ
ク
ス

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
⑤
２
千
円
（
入
場
料
）

⑥
要
問
木
口
☎
０
９
０

－

７
３
２
１－

４
０
２
２

●
生
き
る
力
を
引
き
出
す
親
子
コ
オ
ー
デ

ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
①
11
月
３
日
（
月
・
祝
）
午

前
10
時
～
正
午
②
第
一
小
学
校
体
育
館
③

小
学
生
親
子
④
運
動
、
学
習
能
力
向
上
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
⑤
５
０
０
円
（
資
料
代
）
⑥
要

問
佐
藤
☎
０
７
０－

５
６
２
５－

７
４
９
９

●
論
語
サ
ロ
ン
や
ま
が
た
①
11
月
４

日
㈫
午
前
10
時
～
11
時
30
分
②
山
形

テ
ル
サ
３
階
特
別
会
議
室
③
若
干
名

④
講
師
：
中
村
毅
氏
⑤
５
０
０
円
（
資

料
代
）
⑥
電
話
で
問
中
村
☎
０
８
０－

５
２
２
５－

６
６
８
０

●
精
神
疾
患
の
当
事
者
を
持
つ
家
族
の

会
①
11
月
８
日
㈯
午
後
１
時
30
分
～
４

時
②
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
5
階
③
家
族

④
交
流
⑥
電
話
で
問
こ
ま
く
さ
会
☎

０
９
０－

７
２
６
０－

１
３
９
０

●
民
謡
・
三
味
線
桂
木
会
第
38
回
民

謡
・
三
味
線
の
集
い
①
11
月
16
日
㈰
午

前
９
時
30
分
～
午
後
０
時
30
分
②
山

形
国
際
ホ
テ
ル
3
階
④
民
謡
と
三
味

線
の
発
表
⑤
無
料
問
藤
本 

☎
６
４
３－

０
８
７
１

●
が
ん
サ
ロ
ン
「
ブ
ラ
ン
チ
」
①
11
月

５
日
㈬
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

②
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
３
階
③
が
ん

患
者
と
そ
の
家
族
④
患
者
同
士
の
気

軽
な
話
し
合
い
、
情
報
交
換
な
ど
⑤
無

料
⑥
不
要
問
佐
藤
☎
６
８
４

－

４
４
６
９

●
洗
心
庵
で
太
極
拳
を
楽
し
も
う
①

11
月
６
日
㈭
午
前
10
時
～
11
時
30
分

②
洗
心
庵
③
ど
な
た
で
も
④
ス
ト
レ

ッ
チ
と
太
極
拳
⑤
２
０
０
円
（
施
設
使

用
料
）
⑥
不
要
問
齋
藤
☎
０
９
０－

５
１
８
７－

０
０
６
９

●
シ
ニ
ア
・
ヨ
ー
ガ
教
室
体
験
会
①
11

月
７
日
㈮
午
前
10
時
～
正
午
②
東
部

公
民
館
⑤
５
０
０
円
（
資
料
代
）
⑥
要

⑦
バ
ス
タ
オ
ル
持
参
問
東
部
シ
ニ
ア
・

ヨ
ー
ガ
ク
ラ
ブ
伊
藤
☎
６
２
９

－

２
８
０
５

●
た
て
や
ま
愉
快
な
な
か
ま
た
ち
の

作
品
展
①
11
月
８
日
㈯
～
16
日
㈰
午

前
10
時
～
午
後
５
時
（
月・火
を
除
く
）

②
ト
ヨ
タ
カ
ロ
ー
ラ
山
形
大
野
目
店

④
手
芸
・
工
芸
・
書
道
・
写
真
・
絵
画

な
ど
の
展
示
⑤
無
料
問
小
田
☎

０
７
０－

５
４
７
９－

９
０
９
０

●
家
計
と
く
ら
し
の
ヒ
ン
ト
①
11
月

8
日
㈯
・
15
日
㈯
午
前
10
時
～
11
時
30

分
②
山
形
友
の
会
（
城
北
町
１－

２－

11
）
⑤
２
０
０
円
（
資
料
代
）
⑥
要
問

生
駒
☎
６
４
４－

５
４
６
４

●
「
野
良
猫
」
の
相
談
会
①
11
月
16
日

㈰
、
12
月
21
日
㈰
午
前
10
時
～
正
午
②

市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
（
霞
城
セ
ン

ト
ラ
ル
22
階
）
問
野
良
猫
ク
ラ
ブ
菅
井

☎
６
３
１－

１
２
８
１

●
サ
ッ
ク
ス
と
バ
ン
ド
ネ
オ
ン
コ
ン
サ

ー
ト
＆
う
ど
ん
試
食
付
き
①
11
月
９
日

㈰
午
前
10
時
30
分
～
午
後
１
時
②
や
ま

が
た
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
シ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
Ｑ
１
⑤
千
円
（
入
場
料
）
⑥
要
問
生

活
ク
ラ
ブ
や
ま
が
た
生
活
協
同
組
合
☎

０
２
３
８－

２
３－

７
２
３
２

●
草
月
会
山
形
県
支
部
山
形
地
区
い

け
ば
な
展
〝
花
は
心
〟
①
11
月
15
日
㈯

午
前
10
時
～
16
日
㈰
午
後
４
時
30
分

②
山
形
国
際
ホ
テ
ル
1
階
④
作
品
展

示
⑤
無
料
問
安
達
☎
０
９
０

－

２
８
４
９－

０
４
８
８

●
竹
中
俊
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画

『
は
ん
ぶ
ん
こ
』
上
映
＆
ト
ー
ク
シ
ョ

ー
①
11
月
19
日
㈬
午
後
１
時
～
３
時

②
遊
学
館
⑤
大
人
2
千
円
（
入
場
料
）

⑥
要
問
猪
股
☎
０
９
０－

７
０
６
８－

１
６
０
８

●
ハ
ル
メ
ク
花
ア
ー
ト
レ
カ
ン
フ
ラ

ワ
ー
作
品
展
①
11
月
18
日
㈫
～
24
日

（
月
・
振
休
）
午
前
10
時
～
午
後
４
時
30

分
②
出
羽
園
フ
ラ
ワ
ー
棟
多
目
的
サ

ロ
ン
問
秋
葉
☎
０
９
０－

２
８
８
７－

２
１
４
３

●
第
61
回
山
形
三
曲
演
奏
会
①
10
月

26
日
㈰
午
後
１
時
②
市
民
会
館
④
尺

八
・
箏
な
ど
和
楽
器
の
演
奏
⑤
千
円

（
高
校
生
以
下
無
料
）
⑥
不
要
問
高
橋

☎
０
９
０－

４
８
８
７－

８
０
０
８

●
四
百
年
伝
承
さ
れ
た
居
合 

見
学
と

体
験
教
室
①
10
月
26
日
㈰
午
後
１
時

30
分
～
３
時
②
千
歳
コ
ミ
セ
ン
③
高

校
生
以
上
⑤
無
料
⑥
不
要
⑦
動
き
や

す
い
服
装
で
問
鈴
木
☎
０
９
０

－

２
０
２
４－

５
１
７
５

●
韓
国
語
教
室
①
10
月
28
日
㈫
・
31
日

㈮
午
後
２
時
～
３
時
②
山
形
し
あ
わ

せ
キ
リ
ス
ト
教
会
③
韓
国
語
を
学
び

た
い
方
④
基
礎
か
ら
会
話
ま
で
⑤
無

料
⑥
要
問
キ
ム
☎
０
８
０－

９
６
７
７

－

２
４
３
０

●
み
は
ら
し
の
丘
は
ら
っ
ぱ
館
み
ん
な

あ
つ
ま
れ
！
ぴ
あ
の
コ
ン
サ
ー
ト
①
11

月
２
日
㈰
午
前
11
時
～
、
午
後
２
時
～

②
は
ら
っ
ぱ
館
⑤
無
料
⑥
不
要
⑦
内
履

き
持
参
問
青
山
☎
０
７
０－

２
０
２
８－

２
５
６
２

●
第
31
回
観
世
流
山
形
能
楽
の
会
①

11
月
16
日
㈰
午
前
10
時
30
分
～
②
中

央
公
民
館
大
ホ
ー
ル
③
ど
な
た
で
も

④
謡
曲
・
仕
舞
な
ど
の
発
表
⑤
無
料
⑥

不
要
問
朝
倉
☎
０
９
０－

４
４
７
７－

９
４
２
１

●
山
形
音
楽
療
法
研
究
会
公
開
講
座

①
11
月
16
日
㈰
午
後
1
時
～
②
総
合

福
祉
セ
ン
タ
ー
④
脳
と
心
の
変
化
、
幸

せ
気
分
に
な
る
「
言
葉
」
と
「
音
楽
」

～
そ
し
て「
音
楽
療
法
」～
⑤
千
円（
資

料
代
）
⑥
要
問
鈴
木
☎
０
９
０

－

６
４
５
８－

０
６
８
９

●
保
護
猫
譲
渡
会
～
ね
こ
ね
こ
山
形
！

①
11
月
16
日
㈰
、
12
月
21
日
㈰
午
前
10

時
～
午
後
２
時
30
分
②
肴
町
６－

56（
駐

車
場
あ
り
）
③
ど
な
た
で
も
④
当
日
引

き
渡
し
な
し
。
譲
渡
に
条
件
あ
り
問
熊

澤
☎
０
８
０－

１
８
５
４－

９
７
５
６

●
マ
リ
ン
バ
ピ
ア
チ
ェ
ー
レ
音
楽
と

絵
本
の
贈
り
物
①
11
月
22
日
㈯
午
後

３
時
～
②
遊
学
館
ホ
ー
ル
③
０
歳
～

親
子
⑤
親
子
ペ
ア
１
５
０
０
円
、
大
人

１
２
０
０
円
、
４
歳
～
小
学
生
８
０
０

円
、
３
歳
以
下
無
料
（
入
場
料
）
問
木

村
☎
０
９
０－

５
２
３
４－

１
２
２
３

●
第
47
回
山
形
市
民
俗
芸
能
講
演
会
①

11
月
22
日
㈯
午
後
1
時
～
4
時
②
蔵
王

コ
ミ
セ
ン
④
各
種
民
俗
芸
能
の
発
表
⑤

無
料
⑥
不
要
問
山
形
市
民
俗
芸
能
連
合

保
存
会
高
橋
☎
６
４
３－

３
６
５
９

13 2025.10.15

※コミセンは、コミュニティセンターの略称

◎
12
月
15
日
号
の
原
稿
締
め
切
り
は
11
月
14
日
で
す
◎

国・団体等のお知らせ②／タウン情報②①とき　②ところ　③対象・定員　④内容　⑤費用
⑥申し込み　⑦その他　問問い合わせ先



育 

児

母子保健課の11月の閉庁日は３日（月・祝）・４日（火）・10日㈪・17日㈪・23日（日・祝）～25日㈫です。
市保健所（城南町１-１-１ 霞城セントラル３階母子保健課、４階健康増進課）

11月の乳幼児健康診査ママパパ教室
�時　 �11月１日（土）・29日（土）午後１時10分～４時30分
ごろ（午後１時から受け付け）

�所　 霞城セントラル３階大会議室など
�内　 沐

もく
浴
よく
体験、妊婦ジャケット装着、おむつ交換体験など

�対　 初産で妊娠週数16～33週ごろの方先着約24組
�申　 �10月17日から、やまがた出産・子育てアプリで
※�詳しくは、市ホームページへ。
�問　 母子保健課　☎616－7038

子育てはぁと相談
　子育てに関すること一人で悩まずに何でも話してみ
ませんか？公認心理師が相談に応じます。
�時　 11月１日（土）・12日（水）
　 �受付時間①午前９時～　②午前９時50分～
　　　　　 ③午前10時40分～（各回約40分）
�所　 霞城セントラル４階健康診査室
�対　 就学前までのお子さんを持つ保護者
�申　 電話で母子保健課へ
※�予約状況により、翌月以降の相談日をご案内するこ
とがあります。

�問　 母子保健課　☎616－7039
○�受診方法：希望小児科（委託医療機関で個別受診。１カ
月児は産科も可）。
　受診の際は、医療機関へ電話で予約が必要です。
�持　 �母子健康手帳、母子健康手帳別冊
※�１カ月児を委託医療機関以外で受診した場合、
健診費用の一部を助成します。詳しくは、市
ホームページへ。

１歳６カ月児・３歳児・５歳児
　少人数制で実施するため、対象の方には個別に通知
します。
�対　 １歳６カ月児：令和６年４月生まれ
　　３歳児：令和４年２月生まれ
　　５歳児：�令和２年11月生まれ
�所　 霞城セントラル４階 健康診査室
※�持ち物や注意事項などは、個別に送付する通知文書
に掲載しますので必ずお読みください。
○�次のようなご心配などがありましたら、母子保健課
へご相談ください。
１歳６カ月児…�言葉が出ない、視線が合いにくい、簡

単な言い付けが分からない　など
３歳・５歳児…�集団行動が苦手、落ち着きがない、か

んしゃくやパニックを起こす、強いこ
だわりがある　など

※�母子健康手帳の「保護者の記録」の欄は、お子さん
の成長発達を確認できます。お子さんの年齢に合わ
せてチェックしましょう。

�問　 母子保健課　☎616－7039

１カ月児
令和７年９～11月生まれで、標準的には、生後27日を超
え生後６週になる日の前日までのお子さん（受診可能期間：
満２カ月になる日の前日まで）

４カ月児
令和７年６月・７月生まれで、満４カ月になり満５カ月に
なる日の前日までのお子さん

９カ月児
令和７年１月・２月生まれで、満９カ月になり満10カ月
になる日の前日までのお子さん

はじめての離乳食教室
～これから離乳食をはじめる方へ～
�時　 �11月７日（金）午後１時30分～２時30分
　（午後１時15分から受け付け）
�所　 霞城セントラル３階大会議室
�内　 講話「離乳食の進め方」
�対　 ４～６カ月児の保護者先着20組
�持　 母子健康手帳、バスタオル（おむつ替え用）
�申　 10月24日から、市ホームページで
�問　 健康増進課　☎616－7273

相 

談
こころの病気・ひきこもりの相談会
　精神科医師による予約制の相談会です。

【精神保健福祉相談】
　眠れない、気分が沈む、お酒の問題で困っている、つ
らい気持ちが続くなどで悩む、本人や家族を対象にした
相談。
�時 10月24日（金）午後２時～４時

【ひきこもり相談】
　ひきこもりに悩む本人や家族を対象にした相談。
�時 11月13日（木）午後１時30分～４時30分
�所 霞城セントラル４階
�申 �開催日の１週間前までに、電話で精神保健・感染症
対策室へ

�問 精神保健・感染症対策室　☎616-7275

市保健所の開庁時間：午前8時30分～午後5時15分

�詳しくは、母子健康手帳別冊または
右の二次元コードでも確認できます

▲

14



健 

康

栄養価
（１人分）

… エネルギー112kcal、たんぱく質5.6ｇ、脂質4.1ｇ、
炭水化物17.2ｇ、食塩相当量1.1ｇ

材料（４人分）
カボチャ	
	 60ｇ（こぶし半分程度）
キャベツ	 200ｇ(中1/6個)
レタス	 100ｇ(中1/4個)
タマネギ	 80ｇ(中1/2個)
ホウレンソウ	 100ｇ(1/2束)

作り方
①カボチャは1㎝幅の薄切りにする。キャベツ、レタス、
ニンジン、タマネギは２㎝角に、ホウレンソウは２㎝
長さ、ベーコンは1㎝幅に切る。
②鍋に①と水、コンソメ、トマトペースト、ミックスビー
ンズを入れ、15分程中火で煮る。
③こしょうで味を調える。

ベーコン	 30ｇ
ミックスビーンズ	 80ｇ
コンソメ	 8ｇ
トマトペースト	
	 36ｇ(大さじ２)
水	 600ｍl(３カップ)
こしょう	 少々

講 

習
小児救急講習会
�時　11月16日㈰午後２時～４時
�所　 �霞城セントラル３階消費生活センター研修室
�内　 �小児への急病時の対応方法、心肺蘇生法と
AEDの使用法

�対　 ��乳幼児の保護者先着２０人
�申　 �10月20日～11月12日に、電話で保健政策課へ
※１歳～未就学児の託児あり。
（先着順。11月６日まで要予約）
※詳しくは、市ホームページへ。
�問 保健政策課　☎616-7260

SUKSK野菜たっぷりレシピ集から、食塩控えめで野菜をしっかり取れる料理を紹介します。

減塩・野菜たっぷりレシピ
スクスクスクスク

検 

査
HIVなどの検査
　HIVなどの性感染症を早期発見し、早期治療につな
げ、感染症のまん延を防止するための検査を行います。
�時 11月10日（月）・17日（月）
�内〈検査方法〉問診、採血
　 �〈検査項目〉�HIV、梅毒、性器クラミジア感染症、

Ｂ型・Ｃ型肝炎ウイルス検査
�費 無料
�申 �電話で精神保健・感染症対策室へ（匿名で申し込
み可）

※�詳しくは、市ホームページへ。
�問 精神保健・感染症対策室　☎616-7274

健 

診
成
お と な

人の健診
　10月は「がん検診推進強化月間」です。
　詳しくは、広報やまがた３月15日号に折り込みの
「山形市健診べんり帳」をご覧いただくか、
二次元コードを読み込んでください。
�問　 健康増進課　☎616－7272

検 

診
国保ミニドック検診
�対　 山形市国民健康保険に加入する40～74歳の方
�内　 �特定健診に準ずる項目（循環器、糖尿病、肝機能、
腎臓）、胃・大腸がん、胸部撮影、腹部エコーなどを
セットで受診（希望により別料金で子宮・乳がん検診）

�申　 �10月24日（消印有効）までに、住所、氏名（ふ
りがな）、生年月日、性別、世帯主名、電話番号、
保険証の記号と番号、希望する検診機関（下表参
照）、パジャマのサイズＭ・Ｌ・LL（済生館のみ）
を記入の上、封書で〒990-2461南館5-3-10 山
形市医師会健診センター 「山形市国保ミニドック
検診」担当へ（抽選。外れた場合、11月10日ま
で通知。当選者は11月10日以降通知）

※�保険証の記号と番号は、マイナポータル、資格情
報のお知らせ、資格確認書で確認してください。
※�検診日は、検診機関から直接連絡します。検診日
の変更は、直接検診機関へご相談ください。

実施月 検診機関
募集
人数

（抽選）

料　　金

40～64歳
65歳以上
または

非課税世帯

12月・
令和８年
１月

市医師会
健診センター 500人 3,652円 1,052円

済生館 30人 34,331円 33,031円

※�市医師会健診センターでは、計測などの結果によ
り、検診当日に保健指導を受けていただく場合が
あります。
※�済生館では、胃内視鏡、胸部ヘリカルCTなどの検
査を行うため、料金が市医師会健診センターと異
なります（乳がん検診は、オプションになりました）。

�問　 健康増進課　☎616－7272

ベーコンとトマトのうま味を生かした、
具だくさんスープ

�問　 健康増進課　☎616-7273

野菜たっぷりトマトスープ

SUKSK野菜たっぷりレシピ集の設置場所など詳しくは、
市ホームページへ。

出典：山形市食生活改善推進協議会が考案　SUKSK野菜たっぷりレシピ集

15 2025.10.15






